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(昭38-昭47)
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くとも proband の 1例は,副鼻腔のレントゲ
ン写真は正常であり∴前頭洞の発育不全も認め
なかった｡またこの家系に血族結婚は無い｡そ


















































弱い と言われてお り,その付親は,′生朽机､つ も
膿性坊を出 してお り,胸部の レン トゲ ン写真で
も,し{P も異常陰影があったとojことである｡
症例 3
これは 男ばか りC/)4人兄弟O)rilCJ3人 にみ
- 83-
FomHyM.
図 7られた もC)で. 人変興味があり, そC/)概要 を






































図8の家系図に示す通 り, 5人兄弟の申 の 2人
である｡ 他の構成no)調査がまだ出来ていない
が,少 くとも兄と叔母に刷鼻腔炎がある｡詳細
は近 く発表の 予定であるので5), ここには 2人
a)気/'[-I;.‥支造影 (右側lrHA)と,刷鼻腔のレ線写真
a)みを示 す (写真 1,2,3,4)｡ 拡 張気 γミニ支o)
形,部付 ,気門支分枝の状況.とくに前頭洞の
中 西
写真 1 京大胸部研紀要 第7巻
第1号発育状況等は 2人で全 くよく似てお り
,表4に示 した形質の比較をみても, この双年'_
児が-卵BRONCHIECTAS工S lnIDENTICAL TWINS
図 8蓑4 双キ巨児 の 形
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で 発見 されるのであろうか, 或いは拡張症 の
先天説 からすれば, 集 積 例 がもっとあっても




































に, その後新たな拡張 が生 じたことを意味 す
る｡ この意味で悪化と判定されたのが 1例であ
ったのである｡ この症例は昭和26年年れの女子
で,平面写真では12才 (写真 5)か ら22才 (写
真6)までの10年間の経過であり,造影では17
才 (写真 7)か ら20才 (写真 8)の 3年間の経
過を示す｡そ して症状としてかなりの膿榛があ
り,蓄膿症 も著明ではあるが, この造影の間隔
の 3年間は学校を休んだこともな く,あとの 1





の症例である｡ これ は同胞内集積例 であった
が,その内の 1例を例示すると,造影では,16
才 (写真 9)から22才 (写真10)までの 6年間
の経過である｡ こ0)間,患者は肺結核として,
SM や KM を使 用 しているので, それによ
って 自覚症状 が改善 することはあっても, 著
明 な感染によって気管支 の拡張 を招 くような
表5 Findingsonrepeatedbronchogram duringthefolow-upperiod
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